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８
月
５
日
（
土
）
に
、
古
佐
田
区
民
会
館
に
お
い
て
、
第
21
回

橋
本
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 総

会
で
は
、
平
成
17
年
度
事
業
報
告
、
平
成
18
年
度
事
業
計
画
、

役
員
等
の
議
題
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
他
に
、「
事
業
等
の
進
捗
状
況
」、「
紀
の
川
護
岸
整
備
に
伴

う
見
直
し
計
画
区
域
の
変
更
」
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

※
「
見
直
し
計
画
区
域
の
変
更
」
関
連
は
裏
面
に
記
載
し
て
い
ま
す
。 
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●
平
成
18
年
度
事
業
計
画
（
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

活
動
）
の
内
容 

  

本
年
度
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
住
民
相
互
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
「
地
域
環
境
」
、
「
地
域
交
流
」
、
「
地
域

提
言
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

  
 

花
い
っ
ぱ
い
運
動 

花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
植
え
作
業
や
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
配
布
、

水
や
り
等
の
地
域
活
動
を
通
し
て
、
住
民
同
士
の
連
携
を

高
め
、
潤
い
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

  
 

事
業
啓
発
活
動 

区
画
だ
よ
り
等
を
利
用
し
な
が
ら
、
住
民
相
互
の
情
報

交
換
を
進
め
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
土
地
区
画
整
理
事

業
へ
の
継
続
的
な
参
加
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。 

  
 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン
グ 

事
業
が
進
む
中
で
出
て
く
る
「
困
っ
た
こ
と
」、「
疑
問

に
思
う
こ
と
」
「
こ
ん
な
こ
と
し
た
い
」
等
に
つ
い
て
、

そ
の
都
度
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
中
で
み
ん
な
で
話
し

合
い
、
対
応
策
や
方
向
性
を
決
め
て
い
き
ま
す
。 

  
 

古
い
も
の
捨
て
な
い
で
運
動 

区
画
整
理
事
業
に
伴
い
失
わ
れ
て
し
ま
う
「
古
く
な
っ

た
生
活
用
品
」
等
の
保
存
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
資
源
と

し
て
の
活
用
を
図
り
ま
す
。 

  
 

支
援
事
業 

橋
本
市
ま
ち
の
歴
史
資
料
保
存
会
・
橋
本
絵
画
同
好
会

と
橋
本
市
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
が
組
織
す
る
実
行
委

員
会
が
主
催
と
な
り
、
「
第
２
回
橋
本
ま
ち
並
み
ス
ケ
ッ

チ
展
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

事事事
業業業
等等等
ののの
進進進
捗捗捗
状状状
況況況  

 

●
②
ゾ
ー
ン
の
工
事
状
況 

 

第
②
ゾ
ー
ン
の
一
部
に
つ
い
て
造
成
工
事
が
完
了
し
て
お

り
、
仮
換
地
の
引
渡
し
も
済
ん
で
い
る
状
況
で
す
。 

 

●
御
殿
橋
架
替
え
工
事
の
状
況 

 

御
殿
橋
の
架
け
替
え
工
事
は
、
仮
橋
の
設
置
が
完
了
し
て
お

り
、
本
年
度
か
ら
国
道
迂
回
路
を
設
置
し
、
平
成
21
年
３
月
の

完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 
 

                  

●
計
画
見
直
し
の
状
況 

 

昨
年
の
９
月
か
ら
行
っ
て
い
る
街
区
調
整
で
す
が
、
当
初
目

標
に
対
し
て
遅
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
引
き
続
き
調
整
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

総会の様子

②ゾーンの工事状況 



紀の川護岸整備の事業効果 
 

①紀の川と歴史的文化財などとのネットワークが構

築され、紀の川とのふれあいの場が創出されます。

②不連続・不均一な護岸が修景護岸整備により改修

されることで、周辺の歴史的なまちなみと一体と

なった河川景観を確保できます。 

③護岸整備により、宅地壁と兼用となっている護岸

の安全性が確保できます。 

④土地区画整理事業との一体施行により、国道 24

号整備の継続的な推進が図られます。 

 

 

紀紀紀
ののの
川川川
護護護
岸岸岸
整整整
備備備
ににに
伴伴伴
いいい
、、、   

「「「
見見見
直直直
ししし
計計計
画画画
区区区
域域域
」」」
ののの   

変変変
更更更
ををを
行行行
いいい
ままま
すすす
。。。   

 

●
経
緯
と
概
要 

 

平
成
16
年
９
月
の
見
直
し
計
画
（
案
）
発
表
時
点
で
は
、
「
紀
の
川

沿
い
区
域
（
下
段
図
の
斜
線
部
）
」
を
整
備
し
て
い
く
上
で
不
可
欠
な

紀
の
川
護
岸
整
備
の
事
業
化
が
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
市
と
し

て
は
「
紀
の
川
沿
い
区
域
」
を
「
休
止
区
域
」
と
し
て
い
ま
し
た
。 

紀
の
川
護
岸
整
備
、
及
び
、
国
道
24
号
整
備
は
、
地
元
の
長
年
の

悲
願
で
あ
り
、
今
回
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
機
会
を
逃
す
と
、
今
後

の
事
業
推
進
の
見
込
み
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
河
川
管
理
者
で
あ

る
国
に
対
し
、
護
岸
整
備
が
施
行
さ
れ
れ
ば
紀
の
川
沿
い
区
域
を
「
先

行
区
域
」
に
追
加
し
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
進
め
て
い
く
市
の
立
場

を
伝
え
陳
情
を
重
ね
、
国
の
側
で
も
積
極
的
に
調
整
を
行
っ
て
い
た
だ

い
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
懸
案
で

あ
っ
た
紀
の
川
護
岸
整
備
が

本
年
４
月
に
、
国
の
直
轄
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

「
休
止
区
域
」
で
あ
っ
た
「
紀

の
川
沿
い
区
域
」
に
つ
い
て
は

土
地
区
画
整
理
事
業
を
継
続

し
て
推
進
す
る
区
域
と
し
、

「
見
直
し
計
画
区
域
」
の
変
更

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

す
で
に
、
８
月
28
日
（
月
）

に
、
国
土
交
通
省
主
催
に
よ
る

地
元
説
明
会
が
開
か
れ
、
事
業

の
概
要
と
今
後
の
予
定
等
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。 

                                

●
今
後
の
進
め
方
（
予
定
） 
                                    

平成１８年９月～平成１９年３月 

測
量
調
査 

護
岸
整
備
計
画

案
の
作
成 

紀
の
川
護
岸
整
備
地
元
説
明
会
の
開
催
（
８
月
28
日
）

国 

※
庭
先
へ
の
立
ち
入
り
が
必
要

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（平成 19 年４月 

～平成 21 年３月）

 

護岸工事を行います。
紀
の
川
護
岸
整
備
計
画
の 

具
体
化
検
討
、
及
び
、
決
定 

国 

世
話
人
会
の
立
ち
上

げ
（
地
元
代
表
） 

事
業
に
関
す
る
関
係

者
同
士
の
意
見
交
換

地
元

地
元
・
市

護岸整備後に進める、土地区画整理

事業に係る作業を進めます。 

・ 「街区調整」による仮換地の決定

・ 「建物移転補償交渉」など 

  

護
岸
工
事
の
完
成 

  

紀
の
川
沿
い
区
域
の
土
地
区
画
整
理
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

見見見直直直ししし計計計画画画区区区域域域ののの変変変更更更箇箇箇所所所

橋本駅
N

紀 の 川

第二地区

第三地区 

第二地区

第一地区

第一地区

第一地区施行区域 (7.1ha)

先  行  区  域  (3.6ha)

紀の川沿い区域 (1.1ha)

休  止  区  域  (2.4ha)

造成済又は造成中の施行ゾーン②ゾーン

今回の変更箇所 

（紀の川護岸整備と一体的に整備 

を進める「紀の川沿い区域」） 

紀の川護岸整備の区間

応其寺

古東橋 

松ヶ枝橋 

御殿橋 

橋本橋

橋
本
川

(仮橋)

②ゾ ン

①ゾ ン

②ゾ ン

  


